
投稿フォーム広報紙への
ご意見・ご感想を
お待ちしています！

詳しくはこちら
（市HP）

たかおかたかおか

44
20２1年4月号20２1年4月号



たかおか市民と市政  2021.4.1　2

　 一 般 会 計　　　 　　　　      ６６３億２，８８６万円　 　

一
般
会
計
は
６
６
３
億
２
８
８
６
万
円
で
、
前
年
度
予
算
に
比
べ
２
億
９
３
４
１
万
円
、
０
．４
％
の
増
で
す
。

　

特
別
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
な
ど
１０
会
計
で
、
予
算
総
額
は
６
５
１
億
３
７
５
６
万
円
。

前
年
度
予
算
に
比
べ
、
１０
億
１
６
０
８
万
円
、
１
．６
％
の
増
で
す
。

使用料及び手数料
14億8,366万円（2.2％）

繰入金
11億7,512万円（1.8％）

市債※
63億2,900万円
（9.5％）

歳入
市税
240億3,677万円
（36.2％）

国庫支出金
92億2,590万円
（13.9％）

地方交付税
90億8,900万円（13.7％）

県支出金
46億2,752万円
（7.0％）

諸収入
36億4,977万円
（5.5％）
地方消費税交付金
38億1,000万円
（5.8％）

分担金及び負担金
7億5,864万円（1.1％）

地方特例交付金
 6億円（0.9％）

その他
 15億4,348万円
          （2.4％）

（　）内は、構成比で、
  端数は処理してあります

予
算
の
特
徴

　

令
和
３
年
度
は
、
総
合
計
画

第
３
次
基
本
計
画
の
最
終
年
度

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
き

た
ま
ち
づ
く
り
を
総
括
し
、
そ

の
成
果
を
ベ
ー
ス
と
し
な
が
ら
、

次
の
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
て
踏
み

出
し
ま
す
。

　

新
し
い
変
革
の
時
代
へ
の
道

筋
を
つ
け
る
た
め
、
コ
ロ
ナ
禍

か
ら
の
脱
却
、
こ
れ
ま
で
培
っ

て
き
た
「
都
市
の
強
み
」
と

「
ま
ち
の
魅
力
」
を
生
か
す
取

り
組
み
の
強
化
、
さ
ら
に
は
市

民
や
地
域
に
よ
る
「
ひ
と
の

力
」
の
結
集
に
焦
点
を
あ
て
、

現
在
策
定
中
の
第
４
次
基
本
計

画
に
掲
げ
る
「
次
世
代
か
ら
共

感
を
得
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

一般会計・特別会計の予算の内訳

会　計　名 令和３年度予算額 前年度からの増減 伸率

■一般会計※　 663億2,886万円 2億9,341万円 0.4％

■特別会計※　 651億3,756万円 10億1,608万円 1.6％

国民健康保険事業 152億3,679万円 9,798万円 0.6％

荻布奨学金事業 252万円 76万円 43.7％

駐車場事業 2億   952万円 ▲8,064万円 ▲27.8％

工業団地造成事業 1,401万円 ▲1,309万円 ▲48.3％

介護保険事業 194億7,882万円 7億     94万円 3.7％

後期高齢者医療事業 26億3,270万円 7,539万円 2.9％

高岡市民病院事業 104億7,623万円 ▲1億3,217万円 ▲1.2％

水道事業 50億8,188万円 ▲7,706万円 ▲1.5％

工業用水道事業 3,697万円 ▲715万円 ▲16.2％

下水道事業 119億6,812万円 4億5,112万円 3.9％

合　　　計 1,314億6,642万円 13億949万円 1.0％

次
代
を
拓ひ

ら

く
変
革
予
算■

問
合
先　

財
政
課
☎
⑳
１
２
４
６ 　

⑳
１
６
９
９

FAX

令和３年度

予算



3　たかおか市民と市政 2021.4.1

　 一 般 会 計　　　 　　　　      ６６３億２，８８６万円　

（　）内は、構成比で、
端数は処理してあります

消防費
28億1,138万円（4.2％）

農林水産業費
9億883万円（1.4％）

歳出

民生費
240億6,043万円
　（36.3％）

公債費※
93億8,699万円
（14.2％）

土木費
70億6,675万円（10.7％）

教育費
54億6,517万円
（8.2％）

衛生費
48億5,223万円
（7.3％）

商工費
49億59万円
（7.4％）

その他
 8億1,356万円（1.2％）

総務費
60億6,293万円
（9.1％）

・令和３年度末の市債残高は
　１，０５８億５，５３４万円（見込み）で、
　令和２年度末市債残高（見込み）に
比べ、２５億４，１８７万円の減

・令和３年度の市債発行予定額は
　６３億２，９００万円で、前年度に比べ
６億５，６２０万円の増

～
次
代
を
拓
く
変
革
の
た
め
の

５
つ
の
取
り
組
み
～

①
市
民
生
活
の
根
幹
を
な
す

　

安
全
・
安
心
の
確
保

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

予
防
・
拡
大
防
止
対
策
や
、
防

災
・
減
災
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

②
経
済
の
好
循
環
の
回
復
、

　

ま
ち
の
賑
わ
い
創
出

　

商
工
・
観
光
・
農
林
水
産
業

な
ど
各
分
野
の
事
業
を
推
進
し

ま
す
。
ま
た
、
中
心
市
街
地
の

活
性
化
や
観
光
・
交
流
に
取
り

組
み
ま
す
。

③
ま
ち
の
魅
力
の
磨
き
上
げ
、

魅
力
の
活
用
・
発
信

　

磨
き
上
げ
て
き
た
、
ま
ち
の

魅
力
の
活
用
・
発
信
を
推
進
し

ま
す
。
ま
た
、
地
域
に
根
差
し

た
創
造
的
な
芸
術
・
文
化
活
動

を
育
成
し
ま
す
。

④
次
代
を
担
う
ひ
と
の
育
成

　

移
住
定
住
の
促
進
、
関
係
人

口
の
拡
大
、
教
育
環
境
・
子
育

て
環
境
の
充
実
を
図
り
、
市
民

が
主
役
の
地
域
づ
く
り
を
支
援

し
ま
す
。

⑤
新
し
い
潮
流
へ
の
対
応

　

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し
て
、
市

民
の
利
便
性
や
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
つ
な
げ
ま
す
。

■一般会計と特別会計
　一般会計は、市税などを主な財
源として、市の基本的な経費を
経理する会計です。特別会計は、
国民健康保険事業など特定の事
業を一般会計と切り離し、保険
料などの独自の財源をもって独
立して経理する会計です。
■市債
　市の長期借入金のことで、学校
や道路などの整備に使います。
■扶助費　
　国の法令などに基づき、高齢者
・障がい者・児童などの生活を
援助するためのお金です。
■公債費　
　市債の元利償還金と一時借入金
利子に支出するお金です。
■普通建設事業費　
　学校や道路などを建設するため
に支出するお金です。

一般会計の市債残高

※予算用語の説明

次代を拓く変革予算

区　分 令和３年度予算額 前年度からの増減 伸率
■義務的経費　計 335億7,120万円 5,871万円 0.2％

人件費 105億7,912万円 ▲2億1,522万円 ▲2.0％
扶助費※ 136億   509万円 9,083万円 0.7％
公債費※ 93億8,699万円 1億8,310万円 2.0％

■投資的経費　計 54億7,390万円 ▲4億3,326万円 ▲7.3％
普通建設事業費※ 54億5,890万円 ▲4億3,348万円 ▲7.4％
うち補助事業費 25億2,614万円 ▲6億   128万円 ▲19.2％
うち単独事業費 29億3,276万円 1億6,780万円 6.1％
災害復旧事業費 1,500万円 22万円 1.5％

■その他経費　計 272億8,376万円 6億6,796万円 2.5％
物件費 83億6,136万円 2億6,929万円 3.3％
維持補修費 9億2,819万円 1億1,228万円 13.8％
補助費等 92億   359万円 9億1,042万円 11.0％
積立金 2億   216万円 4,904万円 32.0％
投 ･ 出資金 6億4,901万円 2,144万円 3.4％
貸付金 31億6,084万円 ▲8億6,896万円 ▲21.6％
繰出金 45億7,861万円 7,445万円 1.7％
予備費 2億円 1億円 100.0％

歳出合計 663億2,886万円 2億9,341万円 0.4％

歳出（一般会計）を 性質別 で見ると…
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こ
こ
か
ら
は
、
総
合
計
画
に
掲
げ
る
５
つ
の

事
業
区
分
に
沿
っ
て
、
重
要
な
事
業
や
新
規

事
業
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
（　

は
新
規
事

業
、
☆
は
と
や
ま
呉
西
圏
域
連
携
中
枢
都
市

圏
事
業
、
♦
は
令
和
２
年
度
補
正
事
業
）

  

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の

「
未
来
に
つ
な
ぐ
高
岡
新
機
軸
」

  

事
業

●
元
気
た
か
お
か
推
進
事
業　

３
６
０
万
円

　

寄
附
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活

用
し
て
、
市
民
の
ア
イ
デ
ア
を
実
現
し
、
市

民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
を
応
援
す
る
新
た

な
支
援
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

●
デ
ジ
タ
ル
掲
示
板
を
活
用
し
た

　

若
者
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
画
支
援
事
業

１
０
０
０
万
円

　

ス
マ
ホ
で
気
軽
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
デ
ジ

タ
ル
掲
示
板
を
活
用
し
、
若
者
が
ま
ち
づ
く

り
に
携
わ
る
き
っ
か
け
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

●
み
ん
な
の
文
化
ス
テ
ー
ジ
創
造

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業　
　

１
０
０
０
万
円

　

歴
史
文
化
資
産
を
舞
台
に
、
市
内
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
動
画
を
制
作
・

オ
ン
ラ
イ
ン
発
信
す
る
「
ど
こ
で
も
ス
テ
ー

ジ
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

未
来
に
つ
な
ぐ
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
補
助
金

１
５
０
０
万
円

　

も
の
づ
く
り
産
業
な
ど
の
新
分
野
・
新
事

業
展
開
、
地
域
産
業
の
魅
力
を
生
か
し
た
販

路
拡
大
・
付
加
価
値
の
向
上
、
企
業
の
デ
ジ

タ
ル
化
の
取
り
組
み
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

　

も
の
づ
く
り
事
業
承
継
ハ
ブ
推
進
事
業

２
０
０
万
円

　

事
業
承
継
の
支
援
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
し
、
も
の
づ
く
り
技
術
を
持
つ
人
材

を
首
都
圏
な
ど
か
ら
呼
び
込
む
た
め
の
シ
ー

ズ
調
査
を
行
う
こ
と
で
、
事
業
承
継
を
推
進

し
ま
す
。

●
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
事
業

２
２
５
０
万
円

　

窓
口
へ
出
向
か
な
い
、
非
対
面
で
の
証
明

書
の
取
得
を
推
進
す
る
た
め
、
コ
ン
ビ
ニ
交

付
サ
ー
ビ
ス
の
手
数
料
を
引
き
下
げ
ま
す
。

●
あ
っ
か
り
総
合
サ
ポ
ー
ト
推
進
事
業

２
７
７
万
円

　

市
民
の
困
り
ご
と
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を

行
う
た
め
の
相
談
員
を
設
置
す
る
ほ
か
、
複

合
課
題
な
ど
へ
の
対
応
と
困
窮
者
支
援
を
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
一
体
的
に
行
い
ま
す
。

●
学
び
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
事
業

１
７
０
４
万
円

　

児
童
生
徒
に
１
人
１
台
導
入
し
た
学
習

専
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
最

大
限
に
活
用
す
る
た
め
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
を
行
い
、

教
員
の
指
導
力
向
上
を

図
り
ま
す
。

 

創
意
と
工
夫
を
生
か
し
た

 

税
外
収
入
の
確
保

●
企
業
広
告
の
募
集

　

市
が
作
成
す
る
印
刷
物
な
ど
へ
の
広
告
掲

載
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
な
ど
。

●
そ
の
他
　
自
動
販
売
機
の
設
置
、
廃
車
と

な
る
消
防
車
両
の
公
売
な
ど
。

 

民
間
活
力
な
ど
を
生
か
し
た

 

ゼ
ロ
予
算
（
予
算
措
置
不
要
）
事
業

●
広
告
を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供

　

本
庁
舎
へ
の
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
設
置
、

子
育
て
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、
人
生
い
き
い

き
（
終
活
支
援
）
ノ
ー
ト
の
配
布
な
ど
。

●
民
間
企
業
と
連
携
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
事
業

　

初
心
者
の
た
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
講
座
、
公
衆
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｔ
）
の
活
用
。

●
こ
れ
ま
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
業
務

　

産
業
・
観
光
施
設
で
の
ガ
イ
ド
情
報
の
多

言
語
化
推
進
、
高
岡
情
報
発
信
プ
レ
ス
リ
リ

ー
ス
、
納
税

カ
レ
ン
ダ
ー

作
成
な
ど
。

　

令
和
３
年
度
予
算
で
は
、「
財
政
健
全
化
緊
急
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
基
づ
く
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を
構
築
す
る
た
め
、
次
代
を
見

据
え
た
改
革
を
進
め
ま
す
。
費
用
対
効
果
を
高
め
る
事
業
に
つ
い
て
は
、「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
『
未
来
に
つ
な
ぐ
高
岡
新
機
軸
』

事
業
」
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、
国
の
令
和
２
年
度
３
次
補
正
な
ど
を
受
け
て
編
成
し
た
令
和
２
年
度
補
正
予
算
と
合
わ
せ

て
「
15
カ
月
予
算
」
と
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
や
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
み
ま
す
。

こ
ん
な
事
業
に
取
り
組
み
ま
す 

１　

地
域
産
業

●
中
小
・
小
規
模
企
業
向
け
融
資
事
業

３１
億
３
９
９
１
万
円

　

中
小
企
業
者
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ

た
各
種
融
資
制
度
の
あ
っ
せ
ん
と
預
託
、
小

規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
（
マ
ル
経
融

資
）
へ
の
利
子
補
給
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
企
業
立
地
推
進
事
業　
　
　

５
１
７
万
円

　

新
産
業
団
地
の
候
補
地
検
討
に
向
け
た
適

地
調
査
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
新
規
就
農
・
後
継
者
確
保
促
進
事
業

１
６
６
８
万
円

　

新
規
就
農
者
の
支
援
や
円
滑
な
経
営
継
承

な
ど
、
新
た
な
担
い
手
の
確
保
・
育
成
を
促

進
し
ま
す
。

　

生
産
性
向
上
の
た
め
の

　

設
備
投
資
促
進
事
業　
　

２
０
０
０
万
円

　

市
が
認
定
し
た
、
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る

先
端
設
備
を
導
入
す
る
中
小
企
業
者
を
支
援

し
ま
す
。

　

ICT環境の整備

プレスリリース

事業
紹介
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２　

歴
史
・
文
化

●
勝
興
寺
保
存
活
用
事
業　

１
１
０
３
万
円

　

４
月
に
平
成
の
大
修
理
が
完
了
す
る
勝
興

寺
の
魅
力
発
信
に
向
け
、
「
Ｇ
Ｏ　

Ｆ
Ｏ
Ｒ

　

Ｋ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｉ
展
覧
会
」
や
宝
物
展
の
開
催

な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

●
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

　

整
備
事
業
　
　
　
　
　
　
３
０
１
６
万
円

　

新
た
に
選
定
さ
れ
た
吉

久
を
は
じ
め
、
市
内
の
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
内
の
建
物
な
ど
の
修

理
・
修
景
を
支
援
し
ま
す
。

●
赤
レ
ン
ガ
建
物
利
活
用
調
査
事
業

１
８
２
０
万
円

　

耐
震
診
断
の
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
、
赤
レ

ン
ガ
建
物
の
補
強
や
利
活
用
方
針
な
ど
を
検

討
し
、
保
存
活
用
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

●
万
葉
歴
史
館
展
示
室
魅
力
向
上
事
業

２
０
０
０
万
円

　

令
和
改
元
を
機
に
、
万
葉
集
を
楽
し
み
な

が
ら
学
べ
る
施
設
へ
の
転
換
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
改
修
し
ま
す
。

●
日
本
遺
産
魅
力
発
信
推
進
事
業１

５
０
万
円

　

高
岡
の
「
日
本
遺
産
」
を
発
信
し
、
地
域

の
活
性
化
を
図
る
普
及
啓
発
事
業
な
ど
に
取

り
組
み
ま
す
。

●
新
た
な
芸
術
・
文
化
創
造
推
進
事
業

８
３
９
万
円

　

児
童
が
文
化
・
芸
術
に

触
れ
る
機
会
を
提
供
す
る

ほ
か
、
ク
ラ
フ
ト
市
場
街

の
開
催
な
ど
に
よ
り
、
高

岡
の
誇
る
文
化
・
芸
術
を

発
信
し
、
新
た
な
価
値
を

創
出
し
ま
す
。

 

３　

交
流
・
観
光

●
団
体
旅
行
誘
致
促
進
事
業

５
０
０
０
万
円

●
新
高
岡
駅
利
用
促
進
事
業

２
８
５
２
万
円

　

新
高
岡
駅
の
利
用
促
進
に
向
け
、
新
た
な

旅
行
商
品
の
造
成
や
、
通
勤
・
通
学
定
期
の

購
入
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

●
個
人
旅
行
誘
客
強
化
事
業

３
０
４
４
万
円

　

北
陸
新
幹
線
の
敦
賀
開
業
を
見
据
え
、
関

西
方
面
へ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
強
化
し
ま
す
。
ま

た
、
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
促
進
や
地
域

の
観
光
素
材
の
磨
き
上
げ
な
ど
を
行
い
ま
す
。

☆
新
高
岡
駅
利
用
促
進
観
光
バ
ス
事
業

１
３
７
０
万
円

　

北
陸
新
幹
線
で
来
訪
す
る
観
光
客
の
利
便

性
向
上
と
、
新
高
岡
駅
の
交
通
拠
点
機
能
を

強
化
す
る
た
め
、
世
界
遺
産
バ
ス
・
わ
く
ラ

イ
ナ
ー
の
運
行
や
高
山
便
な
ど
の
高
速
バ
ス

の
乗
車
割
引
を
支
援
し
ま
す
。

　

官
民
連
携
に
よ
る

　

地
域
振
興
施
設
活
用
事
業　
　
　

１
億
円

　

と
や
ま
・
ふ
く
お
か
家
族
旅
行
村
を
民
間

事
業
者
に
無
償
貸
与
し
、
新
た
な
魅
力
創
出

を
図
り
ま
す
。

　

飲
食
店
向
け
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
還
元
事
業

７
０
０
０
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、

大
き
な
影
響
を
受
け
た
飲
食
店
を
応
援
す
る

た
め
、
飲
食
店
向
け
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
ポ

イ
ン
ト
還
元
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。

●
賑
わ
い
集
積
開
業
等
支
援
事
業

１
４
０
０
万
円

　

中
心
市
街
地
や
観
光
地
周
辺
で
新
規
に
開

業
す
る
事
業
者
に
、
店
舗
改
装
費
な
ど
を
支

援
し
ま
す
。

☆
と
や
ま
呉
西
圏
域
ウ
ェ
ル
カ
ム
サ
ポ
ー
ト

事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
０
１
万
円

　

と
や
ま
呉
西
圏
域
へ
の
移
住
・
定
住
を
推

進
す
る
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
移
住
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
や
、
６
市
共
同
で
の
大
型
移
住

イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
展
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
総
合
交
通
戦
略
推
進
事
業

２
億
３
３
７
３
万
円

　
Ｊ
Ｒ
城
端
線
・
氷
見
線
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
の
検

討
・
調
査
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
福
岡
駅
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に
向
け
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
基
本
構
想
の
策
定
な
ど
を
行
い
ま
す
。

 

４　

子
育
て
・
教
育

　
産
後
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
　
１
０
０
万
円

　

産
後
２
カ
月
ま
で
、
家
事
サ
ポ
ー
ト
の
利

用
料
を
支
援
し
ま
す
。

●
保
育
サ
ー
ビ
ス
充
実
事
業

３
億
９
４
７
３
万
円

　

延
長
・
病
児
保
育
な
ど
の
保
育
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
五
位
中
学
校
区
統
合
小
学
校
整
備
事
業

５
億
４
９
８
１
万
円

　

建
築
・
造
成
工
事
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

高
岡
西
部
中
学
校
区
小
中
一
貫
校

　

整
備
事
業　
　
　
　
　
　

６
７
５
３
万
円

　

高
陵
中
学
校
区
小
中
一
貫
校
整
備
事
業

５
７
５
８
万
円

　

両
小
中
一
貫
校
整
備
に
向
け
、
地
質
・
ア

ス
ベ
ス
ト
調
査
な
ど
の
事
前
調
査
や
基
本
設

計
を
行
い
ま
す
。

　

♦
市
立
学
校
空
調
整
備
事
業

７
億
７
２
７
５
万
円

　

市
立
学
校
の
特
別
教
室
と
給
食
室
の
エ
ア

コ
ン
を
整
備
し
ま
す
。

　

石
堤
公
民
館
整
備
事
業　

３
５
０
０
万
円

　

旧
石
堤
小
学
校
の
諸
室
を
一
部
改
修
し
、

石
堤
公
民
館
を
移
転
し
ま
す
。

 

５　

安
全
・
安
心

　

♦
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業１１

億
６
０
０
０
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ワ
ク
チ
ン

の
円
滑
な
接
種
を
行
い
ま
す
。

　

ま
る
ご
と
ま
ち
ご
と
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

整
備
事
業　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
万
円

　

電
柱
な
ど
に
洪
水
時
の
浸
水
深
の
表
示
板

を
整
備
し
ま
す
。

　

消
防
本
部
・
高
岡
消
防
署
庁
舎
改
築
事
業

６
９
６
２
万
円

　

測
量
調
査
や
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
な
ど
の
事

前
調
査
、
基
本
設
計
を
行
い
ま
す
。

　

氷
見
市
消
防
事
務
受
託
事
業

４
億
３
１
４
１
万
円

　

消
防
を
広
域
化
す
る
こ
と
で
、
市
境
周
辺

の
災
害
現
場
へ
の
到
着
時
間
の
短
縮
や
、
出

動
態
勢
の
強
化
な
ど
を
図
り
ま
す
。

●
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業

１
億
７
７
６
０
万
円+

令
和
２
年
度
３
月
補
正
３
２
０
０
万
円

　

道
路
の
安
全
性
・
信
頼
性
の
確
保
の
た
め
、

橋
り
ょ
う
の
計
画
的
な
修
繕
・
更
新
・
撤
去

を
行
い
ま
す
。

●
雪
害
被
害
復
旧
事
業

１
億
６
０
０
０
万
円

　

大
雪
や
除
雪
作
業
な
ど
で
発
生
し
た
、
道

路
舗
装
や
公
園
設
備
、

学
校
屋
根
な
ど
の
損

傷
個
所
の
修
繕
や
、

車
道
の
白
線
引
き
な

ど
を
行
い
ま
す
。

　

♦
公
共
施
設
等
整
備
改
修
基
金
積
立
金

１０
億
円

　

将
来
の
公
共
施
設
整
備
・
改
修
に
備
え
、

市
債
発
行
額
の
抑
制
を
図
る
た
め
の
基
金
を

設
置
し
ま
す
。

次代を拓く変革予算

吉久の町並みクラフト市場街

大雪による
ガードレール破損
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　市では、第２次行財政改革アクションプラン（改定版）に基づき、効率的・効果的な行財政運営
に取り組みます。また、社会情勢や生活様式の変化に対応し、次世代技術を活用した事務の効率化
や行政サービスの質の向上を図ります。
　併せて、財政健全化緊急プログラムや公共施設再編計画による取り組みを着実に実行し、行財政
改革をより強力に推進します。

▶事務事業の整理・合理化
▶事務効率の向上　自治体クラウドの導入・活用

とともに、AI・ロボティクスなどの技術を活用
し、事務作業の効率化を図ります。また、市民の
利便性向上につながる電子申請の推進に取り組み
ます。

　・RPAの適用業務の拡大
　・新規に導入したAI音声認識ソフトによる、会

議などでの議事録作成
　・Web会議や外出先などから安全に庁内LANシ

ステムに接続できる、リモートアクセスツー
ルの積極的な活用

▶広域行政圏の連携強化　氷見市との消防広域化に
より、効果的・効率的な消防体制を確立します。

▶時代に対応した行政組織の構築　地域住民の生活
に密接する行政サービスを維持するため、福岡総
合行政センターから福岡支所へ改組し、福岡地域
や中山間地域の交流・振興を担うため、地域振興
交流課を設置します。また、庁内の横断的な支援
体制の強化を図るため、福祉部門に福祉連携推進
室を設置します。

▶職員数の適正化
 【令和３年度当初の正規職員数（見込み）】
　１,７５６人（前年度比△６）

財

▶健全な財政運営
▶市債の適正管理
▶市税の収納確保対策の強化　納税環境を整備する

ため、スマートフォン決済アプリを活用して市税
などが納付できるサービスを開始し、納税者の利
便性向上を図ります。

▶地方公営企業の経営健全化
 【市民病院】 急性期・高度医療の充実、安全・安

心・納得の医療の提供、地域に根差した医療の提
供と、安定した経営基盤の確立に努めます。

 【上下水道局】 上下水道ビジョンに基づく「安
全」「強靭」「持続」の各施策推進による、安定し
た上下水道サービスの提供と健全経営に努めま
す。

▶公共施設の機能集約化と効率的運用
　公共施設再編計画に基づく公共施設マネジメント

の推進に取り組みます。
▶インフラの長寿命化　道路、橋りょうなどのイン

フラを計画的に維持管理し、適切な更新を行いま
す。また、道路パトロール業務のICT化や、路面
の損傷状況を調査・解析するAIを用いたシステム
を導入するなど、事務作業の効率化を図ります。

▶共創のまちづくりの実践　市内全３６地区を対象
とし、地域活動を維持するため効率的な活動組織
への再構築に取り組む地域を支援します。

▶情報の共有化　Web上で確認できる公開型地図
情報システムの導入に向けた電子データを整備し
ます。

事務事業の見直し 信頼される行政の構築

健全財政の確保

公有資産マネジメントの推進

市民と共に歩む市政の推進

 高岡市行財政改革アクションプラン

高岡市の行財政改革について
問合先　財政課☎２０－１２４６　２０－１６９９、経営管理室☎２０－１２２８

令和３年度
高岡市の

行財政改革
（PDF）

FAX

　  …財政健全化緊急プログラムでも取り上げている項目です。詳しくは左頁をご覧ください。財

財
財

財

財
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▶市税徴収率の向上、税収確保策の推進を図るとともに、
受益者負担の原則の徹底と使用料の見直しに取り組みま
す。このほか、ふるさと納税、広告料収入などの歳入確
保に取り組みます。

 高岡市財政健全化緊急プログラム

投資的経費の抑制

総人件費の圧縮

公共（的）施設管理コストの縮減

公債費の平準化など

歳入の確保

事務事業の見直し

目標額：公債費で△３億円 目標額：△７億円（令和４年度に効果を評価） （令和４年度に効果を評価）

目標額：△６億円

目標額：△５億円

目標額：△１５億円

目標額：＋４億円

■借換えの実施状況

■効果額（見込み）

■効果額（見込み）

■効果額（見込み）

■令和３年度に管理コスト縮減に取り組む主な施設

■臨時的な人件費削減額

■職員数（見込み）

■令和３年度に実施する主な見直し

▶事業債の発行額を年間４５億円以内（臨時財政対策債を
含む市債発行総額は７５億円以内）とし、公債費の大幅
な抑制を図ります。

▶公共施設の再編を進めるとともに、管理コストや業務内容
の見直しを行い、経費節減に取り組みます。

▶事務事業（委託料、補助金など）、繰出金、事務的経費
などの見直しに取り組みます。

▶過去に借り入れた市債
の一部を借換えし、公
債費の平準化を図りま
す。また、繰上償還の
実施により後年度の公債費の軽減を図ります。

▶組織体制の見直しと職員の適正配置に取り組み、平成３０年
４月の職員数を基準に、令和５年４月までに７０人超の減員
を目指します。また職員給与などの臨時削減を行います。

財政健全化緊急プログラム（平成３０年２月策定）とは

目標　収支均衡した財政構造
期間　平成３０年度～令和４年度（５カ年）

令和５年度当初予算編成時までに、約４０億円の
構造的な歳出超過の解消を目指します。

事務事業の
見直しなどに
よる改善分

27.1
億円

11.1
億円

財源対策分

H３０年度
（２０１８）

収支均衡▶

▶令和３年度当初予算では、約７億円の歳入歳出対策
に取り組みます。また、収支均衡した財政構造とな
るよう、令和４年度以降も構造的な財源不足の解消
を図ります。

■効果額（見込み）

H30.4月 H31.4月 R2.4月 R3.4月（予算）
職員数 1,842人 1,788人 1,762人 1,756人

H30.4月との比較 － △54人 △80人 △86人

年度 H30（決算） R1（決算） R2（現計） R3（予算）

事業債発行額 40.7億円 36.7億円 45.7億円 30.9億円

総額 69.9億円 60.8億円 70.1億円 63.3億円 年度 H30（決算） R1（決算） R2（現計） R3（予算）
財源対策分 15.1億円 13.5億円 8.3億円 2.2億円

年度 H30（決算） R1（決算） R2（現計） R3（予算）
効果額 △2.0億円 △2.9億円 △0.6億円 △0.9億円

年度 H30（決算） R1（決算） R2（現計） R3（予算）
効果額 △2.3億円 △3.0億円 △1.1億円 △1.7億円 年度 H30（決算） R1（決算） R2（現計） R3（予算）

効果額 1.2億円 2.4億円 2.0億円 1.7億円

年度 H30（決算） R1（決算） R2（現計） R3（予算）
効果額 △5.6億円 △4.0億円 △2.3億円 △2.9億円

二上まなび交流館 廃止
とやま・ふくおか家族旅行村 民営化
道の駅万葉の里高岡、雨晴 指定管理料の削減

事業名 内容・効果額

基幹系業務システム運用事業 自治体クラウド導入（R3.1～） 
1億2,000万円

民間教育・保育施設等
運営事業費補助金 段階的削減　1,140万円

新婚家庭のための住宅増改築
等資金利子補給事業

H30年度からの新規受付停止
に伴う減　950万円

Ｒ３年度見込額 △1.6億円

財政健全化
緊急プログラム

１ ２

３
４

５

６

▼
基金の取り崩し、
公債費の平準化、
人件費の臨時削減
などの資金対策

R１年度
（２０１９） （２０２０） （２０２１）

R２年度 R３年度

17.2
億円 12.0

億円

6.0億円

7.4億円

5.2億円

今年度

13.2
億円

■繰上償還の効果額（見込み）

年度 R1（決算） R3（予算）

効果額 △0.9億円 △0.2億円
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令和３年度 上下水道事業予算

令和３年度は
建設改良事業を
予定していません。

資本的収支（施設の建設改良の収支） 収益的収支（事業運営の収支）

【
工
業
用
水
道
事
業
】

【
下
水
道
事
業
】

【
水
道
事
業
】

※内部資金…収益的収支から内部留保資金（現金の支出を必要としない減価償却費など）を充てたもの

収入
35億6,202万円
（100％）

収入
35億6,202万円
（100％）

収入
5億2,320万円
（100％）

収入
5億2,320万円
（100％）

支出
31億1,557万円
（100％）

支出
31億1,557万円
（100％）

支出
19億6,631万円
（100％）

支出
19億6,631万円
（100％）

給水収益
29億9,242万円
（84.0％）

給水収益
29億9,242万円
（84.0％）※内部資金

14億4,311万円
※内部資金
14億4,311万円

純利益
4億4,645万円

純利益
3億6,300万円

人件費・維持管理費ほか
10億3,960万円
（33.3％）

人件費・維持管理費ほか
10億3,960万円
（33.3％）

受水費
7億8,142万円
（25.1％）

受水費
7億8,142万円
（25.1％）

減価償却費
11億8,004万円
（37.9％）

減価償却費
11億8,004万円
（37.9％）

企業債償還金
5億7,958万円
（29.5％）

企業債償還金
5億7,958万円
（29.5％） 水道施設整備事業費ほか

13億8,673万円
（70.5％）

水道施設整備事業費ほか
13億8,673万円
（70.5％）

支払利息
1億1,451万円
（3.7％）

支払利息
1億1,451万円
（3.7％）

補助金ほか
2億3,720万円
（45.3％）

補助金ほか
2億3,720万円
（45.3％）

企業債
2億8,600万円
（54.7％）

企業債
2億8,600万円
（54.7％）

収入
40億4,002万円
（100％）

収入
40億4,002万円
（100％）

支出
63億9,204万円
（100％）

支出
63億9,204万円
（100％）

※内部資金
23億5,202万円
※内部資金
23億5,202万円

企業債償還金
46億7,921万円
（73.2％）

企業債償還金
46億7,921万円
（73.2％）

建設改良費ほか
17億1,283万円
（26.8％）

建設改良費ほか
17億1,283万円
（26.8％）

補助金ほか
11億2,202万円
（27.8％）

補助金ほか
11億2,202万円
（27.8％）企業債

29億1,800万円
（72.2％）

企業債
29億1,800万円
（72.2％）

人件費・維持管理費ほか
20億4,300万円
（36.6％）

人件費・維持管理費ほか
20億4,300万円
（36.6％）

減価償却費
29億1,186万円
（52.2％）

減価償却費
29億1,186万円
（52.2％）

支払利息
6億2,121万円
（11.2％）

支払利息
6億2,121万円
（11.2％）

加入金ほか
5億6,960万円
（16.0％）

加入金ほか
5億6,960万円
（16.0％）

収入
59億3,907万円
（100％）

収入
59億3,907万円
（100％）

支出
55億7,607万円
（100％）

支出
55億7,607万円
（100％）

下水道使用料
32億6,699万円
（55.0％）

下水道使用料
32億6,699万円
（55.0％）

他会計負担ほか
26億7,208万円
（45.0％）

他会計負担ほか
26億7,208万円
（45.0％）

給水収益
2,711万円
（93.6％）

給水収益
2,711万円
（93.6％）

収入
2,896万円
（100％）

収入
2,896万円
（100％）

支出
3,697万円
（100％）

支出
3,697万円
（100％）

純損失
801万円

減価償却費
836万円
（22.6％）

減価償却費
836万円
（22.6％）

長期前受金戻入ほか
185万円
（6.4％）

長期前受金戻入ほか
185万円
（6.4％）

人件費・動力費ほか
2,861万円
（77.4％）

人件費・動力費ほか
2,861万円
（77.4％）

収入
35億6,202万円
（100％）

収入
35億6,202万円
（100％）

収入
5億2,320万円
（100％）

収入
5億2,320万円
（100％）

支出
31億1,557万円
（100％）

支出
31億1,557万円
（100％）

支出
19億6,631万円
（100％）

支出
19億6,631万円
（100％）

給水収益
29億9,242万円
（84.0％）

給水収益
29億9,242万円
（84.0％）※内部資金

14億4,311万円
※内部資金
14億4,311万円

純利益
4億4,645万円

純利益
3億6,300万円

人件費・維持管理費ほか
10億3,960万円
（33.3％）

人件費・維持管理費ほか
10億3,960万円
（33.3％）

受水費
7億8,142万円
（25.1％）

受水費
7億8,142万円
（25.1％）

減価償却費
11億8,004万円
（37.9％）

減価償却費
11億8,004万円
（37.9％）

企業債償還金
5億7,958万円
（29.5％）

企業債償還金
5億7,958万円
（29.5％） 水道施設整備事業費ほか

13億8,673万円
（70.5％）

水道施設整備事業費ほか
13億8,673万円
（70.5％）

支払利息
1億1,451万円
（3.7％）

支払利息
1億1,451万円
（3.7％）

補助金ほか
2億3,720万円
（45.3％）

補助金ほか
2億3,720万円
（45.3％）

企業債
2億8,600万円
（54.7％）

企業債
2億8,600万円
（54.7％）

収入
40億4,002万円
（100％）

収入
40億4,002万円
（100％）

支出
63億9,204万円
（100％）

支出
63億9,204万円
（100％）

※内部資金
23億5,202万円
※内部資金
23億5,202万円

企業債償還金
46億7,921万円
（73.2％）

企業債償還金
46億7,921万円
（73.2％）

建設改良費ほか
17億1,283万円
（26.8％）

建設改良費ほか
17億1,283万円
（26.8％）

補助金ほか
11億2,202万円
（27.8％）

補助金ほか
11億2,202万円
（27.8％）企業債

29億1,800万円
（72.2％）

企業債
29億1,800万円
（72.2％）

人件費・維持管理費ほか
20億4,300万円
（36.6％）

人件費・維持管理費ほか
20億4,300万円
（36.6％）

減価償却費
29億1,186万円
（52.2％）

減価償却費
29億1,186万円
（52.2％）

支払利息
6億2,121万円
（11.2％）

支払利息
6億2,121万円
（11.2％）

加入金ほか
5億6,960万円
（16.0％）

加入金ほか
5億6,960万円
（16.0％）

収入
59億3,907万円
（100％）

収入
59億3,907万円
（100％）

支出
55億7,607万円
（100％）

支出
55億7,607万円
（100％）

下水道使用料
32億6,699万円
（55.0％）

下水道使用料
32億6,699万円
（55.0％）

他会計負担ほか
26億7,208万円
（45.0％）

他会計負担ほか
26億7,208万円
（45.0％）

給水収益
2,711万円
（93.6％）

給水収益
2,711万円
（93.6％）

収入
2,896万円
（100％）

収入
2,896万円
（100％）

支出
3,697万円
（100％）

支出
3,697万円
（100％）

純損失
801万円

減価償却費
836万円
（22.6％）

減価償却費
836万円
（22.6％）

長期前受金戻入ほか
185万円
（6.4％）

長期前受金戻入ほか
185万円
（6.4％）

人件費・動力費ほか
2,861万円
（77.4％）

人件費・動力費ほか
2,861万円
（77.4％）

収入
35億6,202万円
（100％）

収入
35億6,202万円
（100％）

収入
5億2,320万円
（100％）

収入
5億2,320万円
（100％）

支出
31億1,557万円
（100％）

支出
31億1,557万円
（100％）

支出
19億6,631万円
（100％）

支出
19億6,631万円
（100％）

給水収益
29億9,242万円
（84.0％）

給水収益
29億9,242万円
（84.0％）※内部資金

14億4,311万円
※内部資金
14億4,311万円

純利益
4億4,645万円

純利益
3億6,300万円

人件費・維持管理費ほか
10億3,960万円
（33.3％）

人件費・維持管理費ほか
10億3,960万円
（33.3％）

受水費
7億8,142万円
（25.1％）

受水費
7億8,142万円
（25.1％）

減価償却費
11億8,004万円
（37.9％）

減価償却費
11億8,004万円
（37.9％）

企業債償還金
5億7,958万円
（29.5％）

企業債償還金
5億7,958万円
（29.5％） 水道施設整備事業費ほか

13億8,673万円
（70.5％）

水道施設整備事業費ほか
13億8,673万円
（70.5％）

支払利息
1億1,451万円
（3.7％）

支払利息
1億1,451万円
（3.7％）

補助金ほか
2億3,720万円
（45.3％）

補助金ほか
2億3,720万円
（45.3％）

企業債
2億8,600万円
（54.7％）

企業債
2億8,600万円
（54.7％）

収入
40億4,002万円
（100％）

収入
40億4,002万円
（100％）

支出
63億9,204万円
（100％）

支出
63億9,204万円
（100％）

※内部資金
23億5,202万円
※内部資金
23億5,202万円

企業債償還金
46億7,921万円
（73.2％）

企業債償還金
46億7,921万円
（73.2％）

建設改良費ほか
17億1,283万円
（26.8％）

建設改良費ほか
17億1,283万円
（26.8％）

補助金ほか
11億2,202万円
（27.8％）

補助金ほか
11億2,202万円
（27.8％）企業債

29億1,800万円
（72.2％）

企業債
29億1,800万円
（72.2％）

人件費・維持管理費ほか
20億4,300万円
（36.6％）

人件費・維持管理費ほか
20億4,300万円
（36.6％）

減価償却費
29億1,186万円
（52.2％）

減価償却費
29億1,186万円
（52.2％）

支払利息
6億2,121万円
（11.2％）

支払利息
6億2,121万円
（11.2％）

加入金ほか
5億6,960万円
（16.0％）

加入金ほか
5億6,960万円
（16.0％）

収入
59億3,907万円
（100％）

収入
59億3,907万円
（100％）

支出
55億7,607万円
（100％）

支出
55億7,607万円
（100％）

下水道使用料
32億6,699万円
（55.0％）

下水道使用料
32億6,699万円
（55.0％）

他会計負担ほか
26億7,208万円
（45.0％）

他会計負担ほか
26億7,208万円
（45.0％）

給水収益
2,711万円
（93.6％）

給水収益
2,711万円
（93.6％）

収入
2,896万円
（100％）

収入
2,896万円
（100％）

支出
3,697万円
（100％）

支出
3,697万円
（100％）

純損失
801万円

減価償却費
836万円
（22.6％）

減価償却費
836万円
（22.6％）

長期前受金戻入ほか
185万円
（6.4％）

長期前受金戻入ほか
185万円
（6.4％）

人件費・動力費ほか
2,861万円
（77.4％）

人件費・動力費ほか
2,861万円
（77.4％）

収入
35億6,202万円
（100％）

収入
35億6,202万円
（100％）

収入
5億2,320万円
（100％）

収入
5億2,320万円
（100％）

支出
31億1,557万円
（100％）

支出
31億1,557万円
（100％）

支出
19億6,631万円
（100％）

支出
19億6,631万円
（100％）

給水収益
29億9,242万円
（84.0％）

給水収益
29億9,242万円
（84.0％）※内部資金

14億4,311万円
※内部資金
14億4,311万円

純利益
4億4,645万円

純利益
3億6,300万円

人件費・維持管理費ほか
10億3,960万円
（33.3％）

人件費・維持管理費ほか
10億3,960万円
（33.3％）

受水費
7億8,142万円
（25.1％）

受水費
7億8,142万円
（25.1％）

減価償却費
11億8,004万円
（37.9％）

減価償却費
11億8,004万円
（37.9％）

企業債償還金
5億7,958万円
（29.5％）

企業債償還金
5億7,958万円
（29.5％） 水道施設整備事業費ほか

13億8,673万円
（70.5％）

水道施設整備事業費ほか
13億8,673万円
（70.5％）

支払利息
1億1,451万円
（3.7％）

支払利息
1億1,451万円
（3.7％）

補助金ほか
2億3,720万円
（45.3％）

補助金ほか
2億3,720万円
（45.3％）

企業債
2億8,600万円
（54.7％）

企業債
2億8,600万円
（54.7％）

収入
40億4,002万円
（100％）

収入
40億4,002万円
（100％）

支出
63億9,204万円
（100％）

支出
63億9,204万円
（100％）

※内部資金
23億5,202万円
※内部資金
23億5,202万円

企業債償還金
46億7,921万円
（73.2％）

企業債償還金
46億7,921万円
（73.2％）

建設改良費ほか
17億1,283万円
（26.8％）

建設改良費ほか
17億1,283万円
（26.8％）

補助金ほか
11億2,202万円
（27.8％）

補助金ほか
11億2,202万円
（27.8％）企業債

29億1,800万円
（72.2％）

企業債
29億1,800万円
（72.2％）

人件費・維持管理費ほか
20億4,300万円
（36.6％）

人件費・維持管理費ほか
20億4,300万円
（36.6％）

減価償却費
29億1,186万円
（52.2％）

減価償却費
29億1,186万円
（52.2％）

支払利息
6億2,121万円
（11.2％）

支払利息
6億2,121万円
（11.2％）

加入金ほか
5億6,960万円
（16.0％）

加入金ほか
5億6,960万円
（16.0％）

収入
59億3,907万円
（100％）

収入
59億3,907万円
（100％）

支出
55億7,607万円
（100％）

支出
55億7,607万円
（100％）

下水道使用料
32億6,699万円
（55.0％）

下水道使用料
32億6,699万円
（55.0％）

他会計負担ほか
26億7,208万円
（45.0％）

他会計負担ほか
26億7,208万円
（45.0％）

給水収益
2,711万円
（93.6％）

給水収益
2,711万円
（93.6％）

収入
2,896万円
（100％）

収入
2,896万円
（100％）

支出
3,697万円
（100％）

支出
3,697万円
（100％）

純損失
801万円

減価償却費
836万円
（22.6％）

減価償却費
836万円
（22.6％）

長期前受金戻入ほか
185万円
（6.4％）

長期前受金戻入ほか
185万円
（6.4％）

人件費・動力費ほか
2,861万円
（77.4％）

人件費・動力費ほか
2,861万円
（77.4％）

収入
35億6,202万円
（100％）

収入
35億6,202万円
（100％）

収入
5億2,320万円
（100％）

収入
5億2,320万円
（100％）

支出
31億1,557万円
（100％）

支出
31億1,557万円
（100％）

支出
19億6,631万円
（100％）

支出
19億6,631万円
（100％）

給水収益
29億9,242万円
（84.0％）

給水収益
29億9,242万円
（84.0％）※内部資金

14億4,311万円
※内部資金
14億4,311万円

純利益
4億4,645万円

純利益
3億6,300万円

人件費・維持管理費ほか
10億3,960万円
（33.3％）

人件費・維持管理費ほか
10億3,960万円
（33.3％）

受水費
7億8,142万円
（25.1％）

受水費
7億8,142万円
（25.1％）

減価償却費
11億8,004万円
（37.9％）

減価償却費
11億8,004万円
（37.9％）

企業債償還金
5億7,958万円
（29.5％）

企業債償還金
5億7,958万円
（29.5％） 水道施設整備事業費ほか

13億8,673万円
（70.5％）

水道施設整備事業費ほか
13億8,673万円
（70.5％）

支払利息
1億1,451万円
（3.7％）

支払利息
1億1,451万円
（3.7％）

補助金ほか
2億3,720万円
（45.3％）

補助金ほか
2億3,720万円
（45.3％）

企業債
2億8,600万円
（54.7％）

企業債
2億8,600万円
（54.7％）

収入
40億4,002万円
（100％）

収入
40億4,002万円
（100％）

支出
63億9,204万円
（100％）

支出
63億9,204万円
（100％）

※内部資金
23億5,202万円
※内部資金
23億5,202万円

企業債償還金
46億7,921万円
（73.2％）

企業債償還金
46億7,921万円
（73.2％）

建設改良費ほか
17億1,283万円
（26.8％）

建設改良費ほか
17億1,283万円
（26.8％）

補助金ほか
11億2,202万円
（27.8％）

補助金ほか
11億2,202万円
（27.8％）企業債

29億1,800万円
（72.2％）

企業債
29億1,800万円
（72.2％）

人件費・維持管理費ほか
20億4,300万円
（36.6％）

人件費・維持管理費ほか
20億4,300万円
（36.6％）

減価償却費
29億1,186万円
（52.2％）

減価償却費
29億1,186万円
（52.2％）

支払利息
6億2,121万円
（11.2％）

支払利息
6億2,121万円
（11.2％）

加入金ほか
5億6,960万円
（16.0％）

加入金ほか
5億6,960万円
（16.0％）

収入
59億3,907万円
（100％）

収入
59億3,907万円
（100％）

支出
55億7,607万円
（100％）

支出
55億7,607万円
（100％）

下水道使用料
32億6,699万円
（55.0％）

下水道使用料
32億6,699万円
（55.0％）

他会計負担ほか
26億7,208万円
（45.0％）

他会計負担ほか
26億7,208万円
（45.0％）

給水収益
2,711万円
（93.6％）

給水収益
2,711万円
（93.6％）

収入
2,896万円
（100％）

収入
2,896万円
（100％）

支出
3,697万円
（100％）

支出
3,697万円
（100％）

純損失
801万円

減価償却費
836万円
（22.6％）

減価償却費
836万円
（22.6％）

長期前受金戻入ほか
185万円
（6.4％）

長期前受金戻入ほか
185万円
（6.4％）

人件費・動力費ほか
2,861万円
（77.4％）

人件費・動力費ほか
2,861万円
（77.4％）

　高岡市上下水道ビジョンに基づき、水道事業では、老朽管
の更新や基幹施設の整備のため国吉配水場送配水管耐震化事
業に着手し、災害に強い水道を目指します。また、水道料金
の徴収などを民間委託し、官民連携の推進を図り、経営基盤
の強化に努めます。
　下水道事業では、公共下水道や雨水管の整備、ストックマ
ネジメント計画に基づく管

かんきょ

渠の更新・耐震化に取り組みます。
■問合先　上下水道局総務課☎２０-１６２２　２０-１６２４FAX

▲令和２年度、勝興寺をデザイン
したマンホールを勝興寺周辺に
設置しました。

４月１日㈭から

ＮＥＴ１１９緊急通報システムが運用スタート
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聴覚や言語に障がいなどがある人が１１９番通報するときに、ファクスやメールでは時間がかかることから、
簡単に通報することができる「ＮＥＴ１１９緊急通報システム」を全国すべての消防本部で導入します。
問合先　消防本部通信指令課☎２２－３１３１　  ２２－３４９８　  tsushin@city.takaoka.lg.jp

登録方法　
消防本部通信指令課（〒９３３－００５７高岡
市広小路５－１０）へお越しください。
必要なもの　
●申請書※

●スマートフォン・携帯電話・タブレット
※申請書は市内の各消防署・出張所か社会福祉課の窓口、

市ホームページで入手可

市内に住むか、通勤・通学する人で、聴覚や言語
に障がいなどがあり、音声による通報が困難な人
※インターネットやメールが利用できる、GPS機

能付きのスマートフォン・携帯電話・タブレッ
トが必要です。

FAX

■ 利用するには？

聴覚や言語に障がいなどがある人へ

４月１日㈭から

ＮＥＴ１１９緊急通報システムが運用スタート

■ 利用できる人

林野火災（山火事）を起こさないために

注意のポイント林野火災の主な出火原因（令和元年の全国の火災統計）

FAX

原因別 構成比
１ たき火 ３１.１％

２ 火入れ １８.８％

３ たばこ ５.５％

４ 放火の疑い ５.２％

ポイ捨てごみ焼却

申請書
（４月１日公開）

▶子どもに火遊びはさせない

ごみを屋外で燃やす行為（野焼き）は、法律で原則
禁止されています。苦情の原因になるだけでなく、
火災につながる恐れがあり、非常に危険です。

▶各自のごみは、指定された場所に捨てるか、持ち
帰ることとし、焼却しない

▶火気を使用する場合は、周囲の可燃物の状況に十
分注意し、使用後は完全に消火する

▶喫煙は指定された場所で行い、吸いがらは完全に
消火してから吸いがら入れに捨てる

Eメール

令和３年２月に栃木県、東京都、群馬県など全国各地で大規模な林野火災が発生し、住民
が避難するほどの大きな火災となりました。春は空気が乾燥し、風が強くなるため、一度
火が付くと瞬く間に燃え広がってしまいます。火の取り扱いには十分注意しましょう。

問合先　消防本部予防課☎２２－３１３２　  ２２－１９９４

高岡市では、令和元年に３件、令和２年に１件の林野火災が発生しました。出火原因は、たばこやごみ
の焼却など、人の不注意によるものです。林野火災を防ぐため、下記のポイントに注意しましょう。


